




①患者居住地別運用件数

中津市 81
宇佐市 396
豊後高田市 164
他・不明 61
計 702

H23.8.15現在では５７６名の運用。
５ヶ月で１２６名運用者増加。



②年代・性別件数
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ｎ＝７０２

男性３４９人 女性３５３人。やや女性が多いが、男女差なし。
男性は７０代が最も多く、女性は８０代が多い。前回と同じ傾向。
平均７６．５歳。最年少３８歳。最年長１００歳。



②年代・性別件数（中津市）

男女ともに７０代が多く、３７件（４５．７％）をしめる。

ｎ＝８１



②年代・性別件数（宇佐市）

ｎ＝３９６

男性では７０代が７５件（１８．９％）。女性では８０代が
９５件（２４％）と多い。



②年代・性別件数（豊後高田市）

ｎ＝１６４

男性では７０代が３２件（１９．５％）、女性では８０代が４７件（２８．７％）と多い。
以前は、８０代の女性が特出していたが、７０代の男性の増加が見られる。
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③年代・疾患別件数

ｎ＝７０２

『７０～８０代』の『脳梗塞』が３７６件と多く、全体の
５３．６％をしめる。



③年代・疾患別件数（中津市）

ｎ＝８１

『７０代』の『脳梗塞』が３１件（３８．３％）と最も多い。



③年代・疾患別件数（宇佐市）

ｎ＝３９６

５０代から８０代にかけて脳梗塞が増加。
『８０代』の『脳梗塞』が１３２件（３３．３％）と最も多い。



③年代・疾患別件数（豊後高田市）

ｎ＝１６４

５０代から８０代にかけて脳梗塞が増加。以前より７０代の脳梗塞
が増加した。
『７０～８０代』の『脳梗塞』が９３件（５６．７％）をしめる。



④各疾患ごと病型別件数
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『脳梗塞』の『アテローム血栓症』が２７０件（３８．５％）と最も多い。

ｎ＝７０２



＜ラクナ梗塞＞
脳の深い部分の細かい動脈が閉塞して生じる小さな脳梗塞。

＜アテローム血栓症＞
動脈の狭小化した部分に血栓が生じることにより、脳血流が
低下して起きる脳梗塞。

＜心原性脳塞栓症＞
心臓で生じた血栓が血流に乗り、脳内に流れ込み脳動脈を
突然閉塞することによって発生する。



⑤基礎疾患の状況（％）

＊重複あり

６６．１％（４６４件）が基礎疾患あり。
高血圧の既往が最も多く、６１．５％をしめる。



⑥月別発生件数
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７月が７０件（１０％）と最も多い。←

以前は４～６月、１１～１２月と２つの山があったが、以前よりも８～１０
月の発生が増加してきた。

ｎ＝７０２



⑦各時期のバリアンス割合（％）

維持期１２ヶ月でのバリアンスが９．２％（１２件）最も多い。次いで、維持
期６ヶ月が８．９％（１７件）と多くなっている。傾向は前回と同様。
『維持期』のバリアンスに注意が必要。

(n=629) (n=390) (n=279) (n=197) (n=130)



⑧各時期のバリアンス理由（％）

バリアンスの理由は、急性期では『死亡』、維持期では『再発』が最も多い。
『維持期６ヶ月』での再発が以前より増加し、維持期での『再発』がより顕著になった。
維持期３ヶ月６４．７％（１１件）、６ヶ月６４．７％（１１件）、１２ヶ月７５．０％（９件）

維持期開始からバリアンスまでの平均日数１６０日（５．３ヶ月）。前回集計時では、４．
５ヶ月で、時期がやや遅くなった。維持期での再発予防が重要。

(n=629) (n=390) (n=279) (n=197) (n=130)


